
付録1　システム構成要素間のアクセスパス表
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▲ ◎ ▲ ◎ ▲ ◎

◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○

類型１ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○

類型2A ○

類型2B ○

◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○

◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○

基1 ○

共2

外3 ◎ ○
★ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

凡例

1 基盤機能層のことを指す
2 共有DB層のことを指す。
3 外部システム連携層のことを指す。

「△」：アクセス許容（「規約：3.2.1‑8 ビジネスフロー管理に対するアクセスパスの特例」の仕様(1)で定めたサービスインタフェース種別に限る）
「▲」：アクセス許容（「規約：3.2.1‑8 ビジネスフロー管理に対するアクセスパスの特例」の仕様(2)で定めたサービスインタフェース種別に限る）
「★」：アクセス許容（「規約：3.2.1‑8 ビジネスフロー管理に対するアクセスパスの特例」の仕様(3)で定めたサービスインタフェース種別に限る）

業務アプリケーション（外受）

「◎」：アクセス許容（サービスインタフェース） 「○」：アクセス許容 「 」：アクセス禁止
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外部システム連携層[注]業務層（同一サブシステム） 業務層（異なるサブシステム）
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［注］外部システム連携層は，外部システム連携が提供するサービスとしてシステム構成要素に準じて分けて記載している。
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